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ⅠⅠ ２０１２年３月期 決算概要２０１２年３月期 決算概要

（注）ＹＹ/ＭはＹＹ年Ｍ月期を表しています。
（e）は、前回予想（２０１２年１月公表値）
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２０１２年３月期決算（ハイライト）

（億円）

当期実績
増減額 増減額

前年同期比 前回予想比

増減率 増減率

（億円）

売 上 高 ６,４５９

営業利益 ２５５

△７６

△２４

＋５９

＋１５

△１％

△９％

＋１％

＋６％営業利益

経常利益

２５５

２６２ △３２ ＋２２

＋１５

△１１％ ＋９％

当期利益 １４３ △３５ ＋１３

一株利益 １０３円７１銭 △２５円３６銭 ＋９円１９銭

△２０％ ＋１０％

一株配当 ３０円００銭 ＋１０円００銭 ±００円００銭

ＲＯＥ ５ ８％ △１ ７％ＲＯＥ ５.８％ △１.７％ ー

ＦＩＶ ＋３３ △２６ ー
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ＦＣＦ ＋１８３ △３９ ＋１８

4・一株配当には、日立ハイテク創立１０周年記念配当金１０円含む



２０１２年３月期決算

売上高 （６ ４００億円 → ６ ４５９億円 ＋５９億円）

１． 売上高・営業利益 偏差説明（２０１２年１月３Ｑ決算発表時比較）

電子デバイスシステム： 評価装置・実装装置の出荷遅延等により７１億円減少

科 学 ・ 医 用 シ ス テ ム ： 海外市場向け医用分析装置の好調等により５１億円増加

産 業 I T シ ス テ ム 米国向け携帯電話の売上増等により６７億円増加

売上高 （６,４００億円 → ６,４５９億円 ＋５９億円）

産 業 ・ I T シ ス テ ム ： 米国向け携帯電話の売上増等により６７億円増加

先 端 産 業 部 材 ： 自動車部品の需要増等により１２億円増加

営業利益 （２４０億円 → ２５５億円 ＋１５億円）営業利益 （２４０億円 → ２５５億円 ＋１５億円）

電子デバイスシステム： 上記と概ね同様の理由により９億円減少

科 学 ・ 医 用 シ ス テ ム ： 上記と概ね同様の理由により２４億円増加

当期実績 主な内容

２．特別利益・特別損失

当期実績 主な内容

特別利益 ６２億円 震災関連保険差益および保険金６１億円他

特別損失 ４１億円 事業構造改善費用２１億円、減損損失１２億円他
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２０１２年３月期決算（売上高）

（億円） 前年同期比

売上高

8,000

6,4006,534

△１％

6,4596,400

1,095

230

科学・医用システム

電子デバイスシステム＋７％

△４１％388 ファインテックシステム

＋２７％

959

6,459

1,024

230

1 471

4,000

1,150

科学・医用システム

産業・ITシステム＋３％1,182

1,420
＋２７％1,154

1,217

1,471

2,600 先端産業部材△１２％2,956 2,612

0
11/3 12/3(e) 12/3
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（注）合計にはセグメント間の内部取引の消去等が含まれております。



２０１２年３月期決算（営業利益）

営業利益

（億円） 前年同期比

279

350

106
電子デバイスシステム

△９％

△９％

255
2４0

11

115

116

＋７３％ 科学・医用システム

ファインテックシステムー％
（△７４億円）

11

186
121

210

＋７３％

＋１０％

科学 医用システム

産業・ＩＴシステム

26
12

△65

13
11

0
△63

11
14

△５７％ 先端産業部材

△100

11/3 12/3(e) 12/3
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/ ( )

（注）合計にはセグメント間の内部取引の消去等が含まれております。

/



２０１２年３月期決算（貸借対照表〔要約〕）

流動資産 ３,５３８ ＋２３３ 流動負債 １,６１５ ＋１８７

２０１２年３月末 （億円）
１１/３末比１１/３末比

, ,

現預金、関係会社預け金 １,２２１ ＋１６５ 支払手形および買掛金 １,０５５ ＋１０６

受取手形および売掛金 １,３００ △１ その他 ５６１ ＋８１

たな卸資産 ６８６ △３ 固定負債 ２７６ ＋１

その他 ３３０ ＋７１ 退職給付引当金 ２６６ ＋３

固定資産 ８８４ ＋５６ その他 １０ △２

有形固定資産 ５９７ ＋５８ 純資産 ２,５３０ ＋１０２

無形固定資産 ６３ ＋０ 株主資本 ２,５４４ ＋１０１

投資その他の資産 ２２４ △３
その他の包括利益
累計額合計

△１６ △１
累計額合計

少数株主持分 ２ ＋１

資産合計 ４ ４２２ ＋２８９ 負債および純資産合計 ４ ４２２ ＋２８９

Copyright©2012 Hitachi High-Technologies Corporation All Rights Reserved. 8

資産合計 ４,４２２ ＋２８９ 負債および純資産合計 ４,４２２ ＋２８９

・ 1株当たり純資産：１,８３７円８４銭（前年同期比 ＋７３円１８銭）



２０１２年３月期決算（キャッシュ・フロー計算書〔要約〕）

営業活動による
キャッシュ・フロー

＋４３５
財務活動による
キャッシュ・フロー

△４１

（億円） １２/３ １２/３

キャッシュ フロ キャッシュ フロ

税引前利益 ＋２８３ 配当金の支払 △４１

減価償却費 ＋９１ その他 △０減価償却費 そ 他

運転資金 ＋７１ 換算差額 △２

法人税等支払・還付額 △６４法人税等支払・還付額 △６４

その他 ＋５４

投資活動による投資活動による
キャッシュ・フロー

△２５２

有価証券の取得・売却 △３１ 現金および現金同等物

１２/３

固定資産取得・売却 △１０７

その他 △１１４

期首残高 １,０７７

増減額 ＋１３９

Copyright©2012 Hitachi High-Technologies Corporation All Rights Reserved. 9

フリー・キャッシュ・フロー ＋１８３ 期末残高 １,２１６



ⅡⅡ ２０１３年３月期 経営方針２０１３年３月期 経営方針
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２０１３年３月期 経営方針

２０１３年３月期２０１３年３月期 経営方針経営方針

１．
成長分野へのリソースシフトによる事業ポートフォリオの強化

２．
グローバル事業の拡大

３．
開発のスピードアップによる事業創造の推進

Copyright©2012 Hitachi High-Technologies Corporation All Rights Reserved. 11



１．成長分野へのリソースシフトによる事業ポートフォリオの強化

事業上の課題

電子デバイスシステム： プロセス製造装置事業は立ち上がるも、実装装置事業のシェア向上遅れ

ファインテックシステム： ＨＤ製造装置市場は回復なるも、液晶関連装置市場の低迷

商 事 部 門 ： 国内民生系電子部品事業の落ち込み

今後の取り組み

ファインテックシステム電子デバイスシステム 商事部門

課題事業のコスト削減

ﾊ ﾄﾞ(HTR) ｿﾌﾄ(HSL)

計装・ＩＴグループ会社統合に
よる産業ソリューション創造

販売・開発・製造の ＊ ＊

事業構造改革による
コスト削減

ﾊｰﾄ (HTR) ｿﾌﾄ(HSL)

ｾﾝｼﾝｸﾞ
ﾃﾞｰﾀ
収集

分析
ｺﾐｭﾆ

ｹｰｼｮﾝ
現
場

経
営

販売 開発 製造の
一体化による
筋肉質体制の
構築

新事業開発への
リソースシフト

環境・エネルギー関連事業
早期立ち上げ

・有機ＥＬ関連装置事業
・プリンタブル

クト ク

現場から経営までを一貫して支援

重点・伸張顧客の実績化

Copyright©2012 Hitachi High-Technologies Corporation All Rights Reserved.

早期立ち上げ
（プロジェクト体制構築）

エレクトロニクス

＊（ＨＴＲ）：㈱日立ハイテクトレーディング、（ＨＳＬ）：㈱日立ハイテクソリューションズ 12

およびＮ倍化



２．グローバル事業の拡大

グローバル化総合施策の推進

グローバルグランドデザインのアクション
プラン実行とＰＤＣＡ管理継続

グローバル調達急拡大に向けて
日立グル プ商社としての活動推進

日立グループのグローバル調達活動

ジ ベ ト ブ ジ シ

海外展開のさらなる加速

プラン実行とＰＤＣＡ管理継続 日立グループ商社としての活動推進
日立営業本部新設（１２/４月）による 連携強化

成長戦略と施策
・アジアベルト、ブラジル、ロシア、
サウジアラビア深耕

・トルコ・アンデス他次期開発着手
現地発新事業創生制度の確立

活動領域の拡大
・エマージングゾーンへの調達人財派遣
・対象事業所、エリアの拡大

長戦 施策

・現地発新事業創生制度の確立 対象事業所、エリアの拡大

加工メーカー、流通機能への積極投資
実装基板、金型、鋳物部品生産能力の

アジアベルト

実装基板、金型、鋳物部品生産能力の
統合再編等

ローコストオペレーションの確立
アジアベルト

地帯 ・当社グループ購買力の強化
> 集中・集約購買比率向上
> グローバル調達拡大

Copyright©2012 Hitachi High-Technologies Corporation All Rights Reserved.

(注) は主な拠点を示す ・Ｗ/Ｗ生産力強化
> 中国製造グループ会社の増強・活用
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３．開発のスピードアップによる事業創造の推進

新事業創生活動の加速

自社の強み × 成長市場自社の強み 成長市場
⇒ 有望事業領域

製薬研究支援 社会インフラ分析

Ｃプロ＊テーマと内容

ストリーミング NEW 塗布成膜

新薬製造プロセスへの
ソリューション提供事業

製薬研究支援

分析技術を活用した
安全・安心な社会の
ためのソリューション

社会イ フラ分析
ソリューション

ビックデータ分析により
顧客の課題解決を
実現するシステム

リ グ
プラットフォーム

塗布成膜
ソリューション

新技術活用による
装置･材料･製造プロセス
のトータルソリューション

Copyright©2012 Hitachi High-Technologies Corporation All Rights Reserved.

ためのソリュ ション
提供事業

*Ｃｏｒｐｏｒａｔｅ(全社)･Ｃｈａｌｌｅｎｇｅ(挑戦)プロジェクト

実現するシステム
および分析支援サービス

14

のト タルソリュ ション
事業



ⅢⅢ ２０１３年３月期 業績予想２０１３年３月期 業績予想

（注）ＹＹ/ＭはＹＹ年Ｍ月期を表しています。
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（億円）

２０１３年３月期 業績予想（ハイライト）

当年度予想
増減額

前年同期比

増減率

（億円）

前年度実績

売 上 高 ６,６００

営業利益 ３００

＋１４１

＋４５

＋２％

＋１８％

６,４５９

２５５

経常利益

当期利益

２９４

１８８

＋３２

＋４５

＋１２％

＋３２％

２６２

１４３当期利益 １８８ ＋４５

一株利益 １３６円６９銭 １０３円７１銭

株配当 ２０円００銭 ３０円００銭 △１０円００銭

＋３２円９８銭

＋３２％１４３

一株配当 ２０円００銭 ３０円００銭 △１０円００銭

ＲＯＥ ７.２％ ５.８％ ＋１.４％

ＦＩＶ ＋５８ ＋３３ ＋２５

ＦＣＦ ＋１００ ＋１８３ △８３

Copyright©2012 Hitachi High-Technologies Corporation All Rights Reserved. 16

・前年度の一株配当には、日立ハイテク創立１０周年記念配当金１０円含む
・想定レート：１ＵＳＤ＝８０円、１ＥＵＲ＝１０５円



２０１３年３月期業績予想（売上高）

（億円） 前年同期比

売上高

8,000

6,459

＋２％

6,600

科学・医用システム

電子デバイスシステム＋１２％

△１３％

,

230
ファインテックシステム

△８％

1,024
1,150

200

1 349

4,000

科学 医用システム

産業・ITシステム△９％1,217

△８％
1,471

1,111

1,349

先端産業部材＋１１％
2,612

2,901

0
12/3 13/3(e)

Copyright©2012 Hitachi High-Technologies Corporation All Rights Reserved. 17

（注）合計にはセグメント間の内部取引の消去等が含まれております。



２０１３年３月期業績予想（営業利益）

営業利益

（億円） 前年同期比

350

106
電子デバイスシステム

＋１８％

＋５０％

300255

159

△２５％ 科学・医用システム

ファインテックシステムー％
（＋５２億円）

210

158

△２５％

△１０％

科学 医用システム

産業・ＩＴシステム

△63

11
14

0
△11

17
12

＋５３％ 先端産業部材

△100

12/3 13/3(e)
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（注）合計にはセグメント間の内部取引の消去等が含まれております。
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２０１３年３月期業績予想（電子デバイスシステム）①

１２年度事業環境

半導体デバイス市場半導体デバイス市場

■ スマートフォンやタブレット端末などのモバイル関連機器の好調により、
１２年度の半導体デバイス市場は＋４％前後の成長を見込む

■ １２年度もモバイル機器に使用されるＡＳＳＰ ＮＡＮＤが市場を牽引■ １２年度もモバイル機器に使用されるＡＳＳＰ、ＮＡＮＤが市場を牽引、
ＭＰＵもサーバー関連中心に伸長を見込む

半導体製造装置市場半導体製造装置市場

■ １２年度装置市場は前年度比△３％と若干減少の見通し
■ デバイスメーカーの寡占化が進み、ファウンドリ・ＭＰＵ・ＮＡＮＤ大手３社

で全投資の約５０％を占有する 大手デバイスメ カ ３社は１２年度もで全投資の約５０％を占有する。大手デバイスメーカー３社は１２年度も
積極的な設備投資を行い、前年度比＋６％の見通し

■ ＭＰＵ大手は２２ｎｍ製品、ファンドリ大手は２８ｎｍ製品の本格量産を
開始 先端微細プ 向けた大型投資を予定開始。先端微細プロセスに向けた大型投資を予定

■ １２年度はモバイル関連機器が伸長し 高速マウンタ市場は＋３％

実装装置市場

Copyright©2012 Hitachi High-Technologies Corporation All Rights Reserved. 19

■ １２年度はモバイル関連機器が伸長し、高速マウンタ市場は＋３％。
マウンタ全体では＋１％の見込み



２０１３年３月期業績予想（電子デバイスシステム）②

（億円）

半導体製造装置市場 実装装置市場

前回予想 ＋11% 前年同期比前年同期比
（億ＵＳＤ）

429
414

459

後工程

前回予想 ＋11%

＋1% △2%

前回予想

前年同期比前年同期比

△5%

△6%

△3%

2,6802,700 2,730

非関連
分野

＋1% △2%△6%

前工程

当社関連
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（出所）Gartner(12年3月)に基づき当社作成
前回予想は11年10月の12年3月期2Q決算発表時の見通し

（出所）日本ロボット工業会資料(12年1月）調査機関資料に基づき当社作成
前回予想は11年10月の12年3月期2Q決算発表時の見通し



２０１３年３月期業績予想（電子デバイスシステム）③

■半導体デバイス・プロセス技術の動向
・MPU ：22nm FinFET とASSP ：28nm HK/MG＊の本格量産に伴う

半導体デバイスの微細化動向と当社の対応

・MPU ：22nm FinFET とASSP ：28nm HK/MG＊の本格量産に伴う
ダブルパターニング適用工程数の増加

■当社の対応
＊ＨＫ/ＭＧ：Ｈｉｇｈ‐ｋ Ｍｅｔａｌ Ｇａｔｅ

・微細化・工程増に対応する新製品の積極投入と新分野開拓

・顧客との連携を強化するための海外拠点の充実

徹底した ノづくり改革による ト競争力の強化・徹底したモノづくり改革によるコスト競争力の強化

微細化性能
向上

２Ｘ、１Ｘｎｍ世代対応

新型エッチング装置
９０００シリーズ

新型ＣＤ-ＳＥＭ
ＣＧ５０００

向上

生産性の

３Ｄ構造・高精度加工・計測

スループット向上産性
向上

混載化への

自動化

新型メモリー対応
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設計データ応用
計測システム

ＤｅｓｉｇｎＧａｕｇｅ®

新型フレキシブル
ダイボンダＤＢ９００

混載化への
対応

新 リ

小ダイ・小型部品混載実装対応



２０１３年３月期業績予想（電子デバイスシステム）④

受注高の推移

（億円）
12/3 1,033 △9% 13/3 1,113 ＋8% 前年同期比

800
12/3 1,033 △9% 13/3 1,113 ＋8% 前年同期比

＋15%
前回予想

516 517 520

593
＋1%△14% △3%

400
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0
11/1H 11/2H 12/1H(e) 12/2H(e)



２０１３年３月期業績予想（電子デバイスシステム）⑤

１２年度 基本戦略

１．成長分野＊、技術変化＊＊に対応したソリューション提案による顧客価値の実現
＊成長分野：モバイル機器・通信 ＊＊技術変化：新材料・新構造・微細化加速

２．主力製品の売上拡大と新製品の市場投入による顧客数拡大

1,200 

主要製品群別 売上高の推移 前工程装置 分野別売上高比率

前年同期比

＋１２％
（億円）

1,150 
ＤＲＡＭ ＮＡＮＤ Ｌｏｇｉｃ その他ＦｏｕｎｄｒｙＭＰＵ

12/3

392

431

1,024

＋１０％
プロセス
製造装置

0% 50% 100%

13/3(e)

487

392

600 
＋１６％ 評価装置

211 232

421
487

後工程・
実装装置＋１０％

１１年度：ＭＰＵは積極的投資により堅調に推移。
ＤＲＡＭ関連は、投資抑制

１２年度：ファウンドリの大型投資が継続。
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211 232

0 
12/3 13/3(e)

Ｌｏｇｉｃ関連の投資が増加



２０１３年３月期業績予想（ファインテックシステム）①

150 $US Billions160 Ｍｍ２

ＦＰＤの面積ベース市場

■ＦＰＤ業界動向

１１年度事業環境と当社の対応１２年度事業環境

ＦＰＤの金額ベース市場

100 

150  $US Billions

スマート

フォン

タブレット
120 

160  Ｍｍ２

スマート

フォン

タブレット

中小型パネル

■ＦＰＤ業界動向

・面積市場は大型パネルが
今後も市場を牽引 中小型パネル

50 
PC 

液晶ＴＶ
40 

80 
PC 

液晶ＴＶ

大型パネル・金額市場は大型パネルは
成熟期に移行
中小型関連が今後の
成長をリ ドし 行く

大型パネル

0 
2010年 2011年 2012年 2013年 2014年

0 
2010年 2011年 2012年 2013年 2014年

■ＨＤ業界動向 ＨＤＤ出荷台数シェア（当社予想）

成長をリードして行く

出所：ＤｉｓｐｌａｙＳｅａｒｃｈ

再編前(ＣＹ２０１１/Ｑ３) 再編後(ＣＹ２０１２/Ｑ４)

・ＳｅａｇａｔｅによるＳａｍｓｕｎｇ
ＨＤ事業買収（２０１１年１２月）

・業界再編により市場環境が変化

11%
9%

Ｓｅａｇａｔｅ

Ｓａｍｓｕｎｇ

東芝 18%
東芝

新Ｓｅａｇａｔｅ事業買収（ 年 月）

・ＷＤによるＨＧＳＴ買収

（２０１２年３月）

・ＷＤの３ ５インチＨＤＤ事業の

31%

17%

11%
Ｓｅａｇａｔｅ

ＨＧＳＴ

東芝

１７７Ｍ台/Ｑ 42%

18%

新ＷＤ

新 ｇ

１９０Ｍ台/Ｑ
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・ＷＤの３.５インチＨＤＤ事業の

一部が東芝へ譲渡される見込み
シェア変動の可能性

32%ＷＤ 40%



２０１３年３月期業績予想（ファインテックシステム）②

１２年度基本戦略

１ 事業構造改革による事業ポ トフォリオの再構築１．事業構造改革による事業ポートフォリオの再構築

２．新規事業の立ち上げに向けた事業戦略の推進

300 

前年同期比

△１３％

主要製品群別売上高の推移 新規事業の立ち上げ

（億円） 有機ＥＬ装置事業

プリンタブルエレクトロニクス分野

230

200

プリンタブル レクト クス分野
製造・検査装置事業

60
Ｂｉｌｌｉｏｎ ＵＳＤ プリンタブルエレクトロニクス市場

５５ Ｂｉｌｌｉｏｎ ＵＳＤ

185 114150 △３８％
ＦＰＤ関連
製造装置 有機ＥＬ：

１９ Ｂｉｌｌｉｏｎ
ＵＳＤ

トランジスタ：

電子ペーパー：
６ Ｂｉｌｌｉｏｎ ＵＳＤ

その他：６ Ｂｉｌｌｉｏｎ ＵＳＤ
５５ Ｂｉｌｌｉｏｎ ＵＳＤ

45

86

ＨＤ関連
製造装置その他＋９２％

30

太陽電池：
１７ Ｂｉｌｌｉｏｎ ＵＳＤ

トランジスタ：
８ Ｂｉｌｌｉｏｎ ＵＳＤ
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45

0 
12/3 13/3(e)

（注）サブセグメント「ＦＰＤ関連商事品」は、売上高が少額のため、
「ＦＰＤ関連製造装置」に統合しました。

0
2010 2011 2012 2015 2020（出所）ＩＤ ＴｅｃｈＥＸ



２０１３年３月期業績予想(科学・医用システム)①
科学関連事業

（億円）（売上ベース）

分析・解析装置市場（当社関連） １２年度事業環境

ＣＡＧＲ ４％

4,000

3 150
3,250

分析装置

・分離分析（ＨＰＬＣ）は年率５％の伸長を予測

・市場としては、中国や新興国において、

3,030
3,150

3,250

電子
顕微鏡

解
析

今後も堅調な成長が見込まれる

・分析装置全体としては４％の成長を予測

2,000
分光分析

解析装置

・半導体・液晶関連分野の需要が減少

・次世代向け先端分野(新エネルギー・

元素分析

分離分析
分
析

新素材)関連市場の需要は拡大傾向

・解析装置全体としては微増と予測

共通

・円高による価格競争の激化
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0

（出所）当社推定

CY11 CY12(e) CY13(e)



２０１３年３月期業績予想(科学・医用システム)②
科学関連事業

１２年度基本戦略

１ 先端アプリケ ション開発強化による販売の拡大１．先端アプリケーション開発強化による販売の拡大

２．コア技術の強化による新製品の継続的投入

500 473

前年同期比

△６％

売上高の推移 今後の取り組み

（億円） 顧客デモ活動（購入調査等）の充実と、
最先端アプリケーションの開発強化
東京 シ ボ 積極活用（＋１％）

500 473
446 ・東京ソリューションラボの積極活用（２０１１年１２月開設）

・日立大連開発センター（日立儀器（大連）
有限公司 開発中心）の活用（２０１１年６月開設）

（＋１％）

331
316

250 

解析装置△４％
新興国市場向け
製品の中国における
開発から生産までの

貫体制の確立

（＋３％）

142 130
分析装置△９％

一貫体制の確立

コア技術
（光分析技術／流体制御技術／電子線応用技術）

東京ソリューションラボの開所式

（△４％）
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0 
12/3 13/3(e)

（光分析技術／流体制御技術／電子線応用技術）
強化による解析・分析新製品の投入

（ ）震災影響を除く

（△４％）



２０１３年３月期業績予想(科学・医用システム)③
バイオ・メディカル事業

バイオ・メディカル市場（当社関連）

（億円）（装置＋試薬 売上ベース） ＣＡＧＲ 5％

１２年度事業環境

20,000

16 000
16,800

体外診断（生化学・免疫）

・欧州市場の成長が停滞する一方、

米国市場は回復傾向

15,300
16,000 ＤＮＡシーケンサ また、中国を中心としたアジア地域の

成長は継続すると予測

・生化学市場は成熟しながらも微増、

10,000

免疫分析 免疫市場は年率６％成長を維持すると予測

ＤＮＡシーケンサＤＮＡシ ケンサ

・研究分野は市場成長微減

・法医学個人鑑定や医学研究等の

応用分野の拡大により世界市場の

生化学分析

応用分野の拡大により世界市場の

成長は堅調と予測

・新技術の市場参入により競争が激化
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0

(出所)当社推定(試薬、装置含む)

CY11 CY12(e) CY13(e)



２０１３年３月期業績予想(科学・医用システム)④
バイオ・メディカル事業

１２年度基本戦略

１ 生化学・免疫統合型システムによる大・中型装置市場の攻略１．生化学・免疫統合型システムによる大・中型装置市場の攻略

２．ＣＥ シーケンサによる臨床検査市場への本格参入
＊ＣＥ：Ｃａｐｉｌｌａｒｙ Ｅｌｅｃｔｒｏｐｈｏｒｅｓｉｓ（キャピラリー電気泳動方式）

＊

売上高の推移 今後の取り組み

1,000

前年同期比

△９％997
(億円)

海外パートナーとの連携による
（△７％）

238
163

1,000 
903

△３１％
バイオ製品
その他

大・中型生化学・免疫統合システムの

大規模病院、検査センターへの拡販

中国最大の販売代理店網を駆使した

（△７％）

（△２９％）

759 740

500 

△３％
生化学・
免疫分析

拡大続く生化学自動分析装置需要の

最大限取り込み

海外パートナーとの連携による
759 740

△３％ 免疫分析

ＣＥシーケンサ３５００型の米国ＦＤＡ薬事

承認（５１０Ｋ）取得と臨床検査分野に

おける販売立ち上げ

（＋０％）
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0 
12/3 13/3(e)

おける販売立ち上げ

（ ）震災影響を除く



２０１３年３月期業績予想（産業・ＩＴシステム/先端産業部材）①

１２年度基本戦略

基本方針
商事部門「強みの融合」による顧客提供価値の創造

事業戦略（注力事業） 地域戦略（注力地域）
１．社会イノベーション

新興国での水・通信事業
推進（インドネシア等）

２．自動車・輸送機器

１．中国
・自動車・輸送機器
・環境・新エネルギー
・調達関連事業

ＬＩＢ＊ 等組立装置の
海外展開による拡販

３．環境・新エネルギー
ＬＩＢ用部材・太陽電池関連

２．タイ
・自動車・輸送機器

３．ブラジル
・社会イノベーション
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部材事業の推進
４．「調達」関連事業

４．インドネシア
・社会イノベーション
・環境・新エネルギー

＊リチウムイオン二次電池



２０１３年３月期業績予想（産業・ＩＴシステム/先端産業部材）②

1 400

産業・ＩＴシステム 売上高の推移

2 901

前年同期比

先端産業部材 売上高の推移

△９％
前年同期比

＋１１％
（億円）（億円）

3,000 

93

1,400 2,901

2,612

ＬＩＢ等
＋５３％

1,111

1,217

△９％ ＋１１％

1,249

1,514294

381

142 ＋２１％ 工業材料
組立装置＋５３％

車載用
ＨＤＤ等＋３０％

208 200

1,500 

507

381

700 
△４％

光関連
部材

電子
デバイス・

ＨＤＤ等

△３６％ ＩＴｿﾘ ｼ ﾝ

＋３０％

587 553

323

327 △６％
デバイス
材料

計装品
その他△１９％

△３６％ ＩＴｿﾘｭｰｼｮﾝ

機能化学品
その他＋１２％

567 635

0 
12/3 13/3(e)

323
261

0 
12/3 13/3(e)

その他△１９％ その他＋１２％
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ⅣⅣ データ集データ集

（注）ＹＹ/ＭはＹＹ年Ｍ月期を表しています。
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四半期業績の推移

（億円）

１０年

１Ｑ

１０年

２Ｑ

１０年

３Ｑ

１０年

４Ｑ

１１年

１Ｑ

１１年

２Ｑ

１１年

３Ｑ

１１年

４Ｑ

売上高 １６９ ３１１ １９３ ２８６ ２３１ ３０１ ２１３ ２７９

（億円）

電子デバイスシステム
売上高 １６９ ３１１ １９３ ２８６ ２３１ ３０１ ２１３ ２７９

営業利益 ７ ４８ ２０ ４１ ２４ ３３ １７ ３２

ファインテックシステム
売上高 ６７ １０８ １２５ ８８ ３６ ７９ ５６ ５８

営業利益 △１ ７ ８ △３ △１３ △１０ △１９ △２１

売
上
高

営業利益 △１ ７ ８ △３ △１３ △１０ △１９ △２１

科 学 ・ 医 用 シ ス テ ム
売上高 ２７５ ３０６ ２６２ ３１１ ２５４ ４０１ ３９４ ４２２

営業利益 ３０ ３１ ２４ ３６ ２１ ６７ ６３ ５９

売上高 ２９６ ２９５ ２６２ ３２９ ３０１ ３０２ ２５６ ３５８/

営
業
利

産 業 ・ I T シ ス テ ム
売上高 ２９６ ２９５ ２６２ ３２９ ３０１ ３０２ ２５６ ３５８

営業利益 △３ ７ △１ ９ △２ ４ △１ １３

先 端 産 業 部 材
売上高 ８０２ ７７７ ７１２ ６６６ ６５６ ７０２ ６１８ ６３６

営業利益 １１ ５ ８ ２ ４ ３ ２ ３利
益

営業利益 １１ ５ ８ ２ ４ ３ ２ ３

そ の 他 ・ 調 整 額
売上高 △２４ △２９ △２６ △２６ △２５ △２１ △２６ △２３

営業利益 △１ △４ △３ △１ △３ △７ △５ △９

売上高 １ ５８５ １ ７６８ １ ５２７ １ ６５５ １ ４５２ １ ７６３ １ ５１２ １ ７３１
合計

売上高 １,５８５ １,７６８ １,５２７ １,６５５ １,４５２ １,７６３ １,５１２ １,７３１

営業利益 ４３ ９５ ５７ ８５ ３２ ９１ ５５ ７６

経常利益 ５０ ９３ ５８ ９４ ３６ ８９ ６０ ７７
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当期利益 ３５ ６３ ３５ ４４ ２０ ５９ ５７ ７



設備投資額・減価償却費・研究開発費/地域別売上高

１１／３ １２／３
前年

同期比
１３／３（e）

前年
同期比

（億円）■設備投資額・減価償却費・研究開発費

同期比 同期比

設 備 投 資 額 ９０ １７３ ＋９３％ ２５７ ＋４８％

減 価 償 却 費 ９０ ９１ ＋１％ ９１ ＋０％減 価 償 却 費 ９０ ９１ ＋１％ ９１ ＋０％

研 究 開 発 費 ２０８ ２３６ ＋１３％ ２５２ ＋７％

（注）設備投資額は取得ベースにて記載（注）設備投資額は取得ベ スにて記載

日本 北米 欧州
アジア

その他 計

（億円）■地域別売上高

日本 北米 欧州 その他 計
中国大陸

１１／３
売 上 高 ２,９１４ ５８５ ７０６ ２,２３７ ９６０ ９３ ６,５３４

構成比率 ４４.６％ ９.０％ １０.８％ ３４.２％ １４.７％ １.４％ １００.０％

１２／３
売 上 高 ２,７４０ ８３０ ８９０ １,８４９ ９３６ １４９ ６,４５９
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１２／３
構成比率 ４２.４％ １２.９％ １３.８％ ２８.６％ １４.５％ ２.３％ １００.０％



主要製品群別売上高の状況

（億円）
１０年１Ｑ １０年２Ｑ １０年３Ｑ １０年４Ｑ １１年１Ｑ １１年２Ｑ １１年３Ｑ １１年４Ｑ

電子デバイスシステム １６９ ３１１ １９３ ２８６ ２３１ ３０１ ２１３ ２７９

プロセス製造装置 ３２ ７７ ６０ ９１ ９２ １０１ １０１ ９９

（億円）

プ セス製造装置 ３２ ７７ ６０ ９１ ９２ １０１ １０１ ９９

評価装置 ７９ １２５ ８２ １４２ ８７ １２７ ７２ １３４

後工程・実装装置 ５８ １０９ ５１ ５３ ５２ ７２ ４０ ４６

ファインテックシステム ６７ １０８ １２５ ８８ ３６ ７９ ５６ ５８

ＦＰＤ関連製造装置 ５６ ７８ １０３ ４７ ３０ ６６ ４５ ４４

ＨＤ関連製造装置その他 １１ ３０ ２２ ４１ ６ １３ １１ １４

科学・医用システム ２７５ ３０６ ２６２ ３１１ ２５４ ４０１ ３９４ ４２２

分析装置 ２７ ４４ ３１ ３５ ２９ ３８ ３５ ４０分析装置 ２７ ４４ ３１ ３５ ２９ ３８ ３５ ４０

解析装置 ３６ ７９ ４７ ８９ ５５ ８８ ７１ １１６

生化学・免疫分析 １６２ １３９ １４６ １４１ １０８ ２０６ ２３２ ２１３

バイオ製品その他 ４９ ４４ ３８ ４６ ６１ ６７ ５７ ５３

産業・ＩＴシステム ２９６ ２９５ ２６２ ３２９ ３０１ ３０２ ２５６ ３５８

ＬIＢ等組立装置 ３５ ２１ １２ ３２ １３ ２５ ２１ ３４

車載用ＨＤＤ等 ７５ ８２ ９６ １０３ ８７ ６６ ５４ ８７

ＩＴソリ シ ン １０３ ９９ ６６ ８４ １２６ １３０ １０７ １４５ＩＴソリューション １０３ ９９ ６６ ８４ １２６ １３０ １０７ １４５

計装品その他 ８３ ９３ ８８ １１０ ７５ ８０ ７５ ９３

先端産業部材 ８０２ ７７７ ７１２ ６６６ ６５５ ７０２ ６１８ ６３６

工業材料 ３３６ ３３９ ３１０ ３０７ ３１８ ３２８ ２９２ ３１０
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光関連部材 ９９ ８１ ７１ ６８ ５６ ５７ ４７ ４９

電子デバイス・材料 ２３８ ２１９ １９２ １５５ １３３ １７１ １４９ １３４

機能化学品その他 １２９ １３８ １３８ １３６ １４８ １４５ １３０ １４４



＜資料取り扱い上の注意＞
・ 本プレゼンテーションで述べられている決算概要及び業績予想は 注記がある場合を除き すべて連結であり 億円未満を四捨五入しています本プレゼンテ ションで述べられている決算概要及び業績予想は、注記がある場合を除き、すべて連結であり、億円未満を四捨五入しています。
・ 当社が開示する将来の業績見通しや戦略等に関する予想は、開示時点で知りうる情報や合理的と思われる前提をもとに策定しており、さまざまな外部要因による直接的・間接的な影響により、

実際の当社の業績等が開示内容と異なる可能性があります。但し、開示内容との間に大きな乖離がある場合は、法令や証券取引所が定める適時開示規則並びに当社の自主的な判断に基づき、
その都度開示していきます。

また、この資料は投資判断の参考となる情報の提供を目的としたもので、投資勧誘を目的として作成したものではありません。銘柄の選択、投資の最終決定は、ご自身の判断で
なさるようにお願いいたします。
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END
２０１２年３月期決算説明会資料

お問合せ先
ＣＳＲ本部 コーポレート・コミュニケーション部ＣＳＲ本部 コ ポレ ト コミュニケ ション部
部長 加藤 弘之
TEL：03-3504-5138 FAX：03-3504-5943
E-mail：kato-hiroyuki@nst.hitachi-hitec.com
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